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１．研究計画の概要 
 プラットフォームビジネスを取り上げ、補
完性・双方向ネットワーク外部効果といった
最近の産業組織論の分析枠組をもちいて、シ
ステム製品市場の競争構造と戦略に関する
理論・実証分析を行なう。プラットフォーム
をめぐる市場の二面性（two-sided markets、
多面性 multi-sided）、すなわち、あるプラッ
トフォームを基盤としている複数の異なる
レイヤーや補完的な要素について、それらが
市場で取引される際に働く相乗効果に着目
して、補完的なコンポーネントで構成される
市場の編成原理、システム製品産業の競争構
造、経済主体間の取引様式、を理論的に解明
する。また、プラットフォームビジネスにお
ける企業の競争行動、企業間の取引関係およ
び市場成果に関する実態調査に基づき、補完
製品企業が構築するマーケティング戦略や
競争優位性について把握し、それらを規定す
る要因を実証的に考察する。こうした作業を
つうじて、プラットフォーム企業の持続可能
な競争優位がどのようにしてもたらされ、こ
うした産業がどのように進化してきたのか、
さらに、今後どのような変革が予想されるか
を検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) プラットフォームを中心とした補完的コ
ンポーネント製品市場における取引構造、シ
ステム製品企業間の競争、互換性および品質
選択に関する産業組織論分野における最近
の理論的研究の文献展望を行なってきた。こ
の展望作業で得られた知見をベースにして、
補完製品の市場構造における「補完合併」と
「垂直統合」の下での経済厚生について検討
した Maruyama and Minamikawa(2007)の

モデル分析を、より一般的な仮定のもとで拡
張させて改訂をした。その成果を、“A Note on 
the Desirability of Merger among 
Complements”の論文にまとめて査読雑誌に
掲載した。また、複数種類のコンポーネント
製品が代替的な競争関係にある状況を想定
して同様の問題を検討し、より一般的な仮定
のもとで既存のモデル分析の部分に拡張を
加え、“Vertical Structure of Market and 
Product Quality”として発表した。さらに、
補完製品市場における、相互に補完的な製品
を販売する企業間の合併へのインセンティ
ブ、および混合バンドリングへの規制の効果
に 関 す る 理 論 的 分 析 を 、 “Vertical 
Integration, Bundled Discount and 
Welfare”として完結させ、学術誌に掲載した。 
(2) 宿泊施設や料飲施設といった観光関連産
業を想定した補完製品市場での、相互に補完
的な製品を販売する企業間における投資へ
のインセンティブ、および、混合バンドリン
グを含む価格戦略の戦略的な選択に関する
理論的分析を国際学会において報告し、論文
としてまとめ、学会 proceedings に掲載した。
(3) また、補完的な企業間の取引関係を分析
する以上のような理論的枠組を、医薬品業界
における競争構造の解明に向けて応用する
試みに着手した。具体的には、製薬メーカー
とそれを患者に処方する病院（医師）との取
引関係を考慮した場合の、先発医薬品メーカ
ーおよび新規参入ジェネリック医薬品メー
カーとの価格競争に焦点をあて、いわゆる
「ジェネリック・コンペティション・パラド
クス」の成立条件について理論的に検討した。 
 
３．現在までの達成度 

当初の研究目的の達成度については、おお
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むね順調に進展していると思われる。理由の
ひとつとしては、市場構造が独占の場合のこ
れまでの分析を複占のケースに拡張させて
取引構造の内生的決定に関する研究を進展
させたことがあげられる。また、取引構造へ
の規制の効果についても検討を進めること
により、“Quality Choice of Complementary 
Goods: Asymmetric Regulation is Optimal”
の論文として成果がまとまりつつある。さら
に、以上のような補完的な取引関係を分析す
る理論的枠組を観光業界における、観光客と
旅行会社と土産物店との取引契約の解明に
向けて応用する試みに着手することができ
た。具体的には、ツアー旅行客市場と土産物
業者の間に市場間ネットワーク外部性を考
慮した場合の、旅行会社の「ショッピング・
コミッション」の設定に焦点をあてた、最適
取引契約構造についての理論的検討が進展
し成果をあげつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ゲームソフト開発メーカーが新規ゲーム

ソフトタイトルをリリースしようとする際
の、ゲーム機種を選択する意思決定行動の規
定因を実証的に明らかにした分析の成果、
“Network Structure of Video Game 
Software in Japan: Some Empirical 
Results”については、査読雑誌への投稿に向
けてさらにデータ分析の精緻化を行なうこ
とが今後の課題と考えている。 
さらに、これまでプラットフォームビジネ

スとして取り上げてきた市場（ビデオゲーム、
携帯電話、医療、観光）において明らかにし
てきた競争構造と市場戦略の特性を、市場の
二面性の観点から類型化する作業を進める
ことをつうじて、こうした産業の変革の方向
性を明らかにしていきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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